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Fig．8　Unstable　regions　for　the　beam：α＊＝2．0，β＊
　　　　＝1．0，α＝0．5，δ＝0．Oandκθ＝1000．
れる。しかし，結合共振の主不安定領域の幅は単純共
振の主不安定領域の値と同程度である。したがって，
結合共振を無視して，本題の構造部材の動的不安定領
域を議論することはできない。つまり，文献1）の単
純共振のみ求める方法では不十分である。
　Fig．8は，バネ定数（κ，＝1000）を変えたときの不
安定領域である。また，バネ定数κ，の影響は，振動
数および座屈荷重を増大させるので，不安定領域は，
高い振動数側へ移動し，その幅は狭くなる。温度勾配
δは振動数および座屈荷重を低下させるので，不安定
領域は低い振動数側へ移動し，その幅が広くなる。こ
れらの影響を把握するために，β＝1．0における不安
定領域の変化を温度勾配δおよびバネ定数κ、をパラ
メーターに示せば，Fig．9，10およびllの結果を得る。
　Fig．9のように，バネがない場合には，不安定領
域には温度勾配の影響を著しく受ける。しかし，
Fig．10のバネがある場合には，不安定領域は，温度
勾配δの影響を受けなくなる。また，Fig．11のように，
バネの剛性（κ、）が，増大すると，不安定領域は狭くなる。
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Fig．9　Vahation　of　ullstable　regions　with　thと㎜al
　　　　gradientδ：α＊＝2，0，　β率＝1．0，　α瓢0．5，　and
　　　　κ8＝0．0．
8．まとめ
　本論文は，一様な温度勾配をもつ先端弾性支持変断
面片持ちばりの動的安定性を解析したものである。本
研究によって得られた結果をまとめると，
　（1）一様断面ばりの座屈波形を重ね合わせて，熱勾
配をもつ先端弾性支持変断面ばりの振動および座屈解
析をすることが可能である。解の収束は良好であるが，
座屈解析の方が項数を多くとる必要がある。
　（2）本題の不安定領域には，単純共振と和形の結合
共振が同時に存在する。結合共振の幅は，単純共振の
幅に比べ無視できない。したがって，単純共振のみに
注目した従来の研究では不十分である。
　最後に，本研究の数値計算には，長崎大学総合情報
処理センターの電子計算機FACOM　M－760130を使
用したことを付記する。
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Fig．10　Variation　of　unstable　regions　with　thermal
　　　　gradient　δ：αホ＝2．0，　β＊篇1．0，　α＝0．5，
　　　　andκ8＝1000．
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Appendix　A固有振動解析
　式（3）においてβ＝0とおけば，振動の運動方程式が
次のように与えられる。
　　L（，）一蓋［s（ξ）T（ξ）砦］＋。グ豊＋翅（ξ）鋤
　　　　　∂ξ　　　　　　　　　　　∂ξ　　　　　　　∂ξ　　　　　　　∂τ2
　　　　＝0　　　　　　　　　　　　　（∠4－1）
　上式の解を次のように仮定する。
　　　　ロ
　　η＝Σ砺罵ε如τ　　　　　　　　　　（五一2）
　　　ト　
　ここに，αゴ：未定定数
　　罵＝1－cos（2ブー1）πξ12：一様断面のはりの
座屈波形
　式（・4－2）を式（孟一1）に代入して，Galerkin
法を適用すれば，次式が得られる。
　一ω1［丑4］｛α｝＋（［K］一ψ零［珊｛α｝＝｛0｝（且一3）
ここに・耐。1％（ξ）瓦（ξ）罵（ξ）礁・
　　　　属一∫。1s（ξ）T（ξ）瓦’恥・
　　　　砕∫。1溺慮
　　　　1～ガ＝瓦（1）罵（1），
　　　　［K］＝［E］十κ，［R］
　上式は，次のように書き換えることができる。
　　［Zコ｛α｝ニえ｛α｝　　　　　　　　　　’　　　（ノ1－4）
　ここに，Z＝［2田一i（［幻一αグ［・田），
　　　　え＝ω子
　式（且一4）の行列の固有値問題より，振動の固有
値λと固有ベクトル｛a｝が求められる。
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Appendix　B座屈解析
　一定軸力を受けるはりの座屈に関する方程式は，式
（9）において，時間の項を除いて，α＝1とおけば
座屈の基礎式が得られる。
　　｛［五］一角［B］｝匂6＝｛0｝　　　　　　（B－1）
　上式は次のような行列の固有値問題に変換される。
　　［Zコ｛ノ｝＝え｛ノ｝　　　　　　　　　　　　　　 （B－2）
　ここに，［Z］ニ［B］一1［五］，え＝ρ、
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Fig．11　Variation　of　unstable　regions　with　end　sup－
　　　　port　stiffness　κ，：α累＝2．0，　β＊＝1．0，　α＝
　　　　0．0，　andδ＝0．0．
